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学校評価アンケート集計結果と自由記述欄に対する回答について 

 

 11 月 1 日（金）から８日（金）にかけて実施した標記の件につきまして、集計が終わりましたので、 

ご報告いたします。 

また、自由記述欄の記載事項について、学校としての考えを示すため、下記に取りまとめました。ご納 

得いただける内容とは限りませんが、ご一読の上、本校教育活動の根拠やねらい等へのご理解につなげて

いただきたく、下記に項目ごとに記載します。 

 なお、現在教育現場においては、過渡期・変革期であると考えます。これまで授業を教えるのは「教員」 

でしたが、いま求められているのは、「学習者主体の学び」（児童が主体者）であり、【教員が教える】ス 

タイルから【子供がどのようにして学ぶか】という流れになろうとしています。私達、親世代が経験して 

きた教員からの一斉型、画一的な学ばせ方から変革し、子どもが主体的に学んでいく姿が求められてい 

るのです。 

 そうした中、我々教員も学びの途中であることが現状です。完全完璧なものではなく、児童や保護者か 

らの信頼もこれからだと思っています。下記のとりまとめをとおして、少しでも本校の取組やねらいが 

保護者に伝わればと願います。 

  

児童対応 

児童とのトラブル、担任の児童への接し方など、これまでも、担任や管理職へお問い合わせをいただい

た件については、迅速に対応してまいりました。【我が子は可愛い】という保護者の感情を受容しつつも、

解決に向けてお伝えしなければいけないことは毅然と伝え、対応してまいりました。保護者におかれま

しても、勤務中に電話連絡などがしにくい事は重々承知しておりますが、ご不安になった場合、お一人で

抱えず、早めにご相談ください。 

 

タブレット端末の持ち帰り 

 次年度も、３年生から６年生については、基本的に持ち帰りを想定してます。ご意見が多かった背景に 

は、タブレット端末を用いた課題等がないのに持ち帰っていたり、持ち物が多く物理的に重くなったり 

する場合があったようです。一方で、タブレット端末そのものは、導入時から５年を迎え、充電の状況が 

よくないこともわかってきました。【毎日充電をした方が、もちがよくなる】ことをご理解いただきなが 

ら、持ち帰って取り組む課題等の有無も含め、持ち帰りが難しい場合は担任がしっかり児童の声を聞い 

て対応できるようにしていきます。 

 



教職員の資質向上 

授業力の向上は、教職員の努力事項の一つであると考えます。本校では、以下の研修を通して資質向上 

に努めてまいりました。 

 

①児童理解研修 

本校児童のこれまでの観察・記録をもとに、教職員の共通理解・共通行動が図られるように、情報共 

有等を行います。 

②「主体的・対話的で深い学び」に向けた授業実践 

授業実践をとおして、さらに授業力を向上させていくために、授業を参観し合います。また、ＩＣＴ

の活用については、最新のアプリ等を授業に生かせるよう、放課後に時間に教職員が主体的に互いに研

修会を開いて学んでいます。 

一方で、従来の一斉型の授業から、子どもが「個別最適な学び」ができるようにするために、教員に

求められる支援方法については発展途上の段階です。 

 

③緊急対応訓練 

大切な児童の命を守ることは、重要です。そのために、年度当初から、「食物アレルギー研修」「心肺 

蘇生法研修」など実施しています。また、夏季休業中では、県警と連携し、「不審者対応訓練」をした

り、職員研修として、自殺企図への対応「ゲートキーパー研修」を実施したりしています。 

 

④各種研修 

初任者研修、２年次研修、中堅教諭等資質向上研修、管理職研修、各教科等の主任研修会、教職員研 

修大会など、年間を通して、計画的に対象の教職員が受講します。 

一方で、教職員の【豊かな人間性】を求めていくには、上記以外にも自己研鑽が求められます。 

教職員中には、勤務後、さいたま市立教育研究所主催の【教師力パワーアップ講座】に参加し、研鑽に

励んでいる職員もおります。 

コミュニケーション能力を含め、私たち文蔵小教職員は、魅力ある人物になれるよう磨きをかけてい

くには、終わりはないと考えています。 

ご意見の中に、「担任が代わると、これまでのやり方と異なり、混乱する」とか、「学年間で対応が異

なる」という旨の内容がありました。そうした状況であれば、当然混乱をもたらすことは容易に想像で

きますし、管理職へ電話でのお問い合わせもありました。本校では、「学年会」という会議を設け、担

任間の擦り合わせを行っています。ぜひ、引き続き、早い段階での情報提供をお願いします。一方で、

授業内容は同じであったとしても、経験則に基づく【声のかけ方】や【支援方法】、【話法】などに差が

生じてしまうことは、教職員も人間であることから当然であることは前提であり、だからこそ、日々研

鑽を怠らないことが大切であると考えます。 

 

 

 



学校行事関係 

①土曜授業 

次年度は、ご案内のとおり、授業日数が２０２日と設定されています。これまで、振替休業日を設定 

しない土曜日の授業を複数回実施してきましたが、令和７年度から土曜日に授業を行う場合は、原則と

して振替休業日を設定します。 

言い換えれば、振替を設けてまで（保護者の仕事の調整も必要になることも考慮し）土曜日に学校を

課業日とする必要があるのかどうか、検討し、令和７年度の年間計画に反映させていきます。 

 

②引き渡し訓練 

さいたま市では、震度５弱以上の地震が発生したときは、児童の引き渡しを行うように定められてい 

ます。保護者等におかれましては、ご自身の勤務地等からの引き取り（または、それがかなわない場合

の対応）について想定済みかと存じますが、児童の命を守るための訓練であることと、【引き渡し】にな

るので、保護者等のご参加が前提条件ですので、比較的集まりやすい土曜日に実施しています。 

 

③授業参観、懇談会 

１学期は、始業式・入学式後の週に設定しています。これは、担任と保護者の関係性を早い段階で構

築するためのものです。本校では、これまでの学校経営の中で、【毎月１回程度は、何かしらの形で来

校いただこう】という流れができておりました。 

 実際に毎月とはいきませんでしたが、ご来校いただき、教育活動の様子をご覧いただく機会を設けて 

まいりました。 

公教育においては、常時公開されるものととらえておりますし、ご家庭と連携する必要がある場合に 

は、個別でご来校いただき、お子様の様子を観察いただく場合もございます。 

いずれにしましても、我が子の様子、活躍ぶり、交友関係をご覧になりたい心情は承知しておりま

す。全ご家庭に向けた学校行事と、個別の対応と分けてお考えいただければと思います。 

７月に１日開催で授業参観のみを実施しているのは、複数回実施だと、保護者にとって、仕事の調整

等で負担をおかけしてしまうからです。 

２学期末の実施は、授業参観と懇談会の双方を実施するためには、学年を分けなければ難しいため、

複数回設けています。 

３学期は、１年間の（６年生は、６年間の）成⾧した様子をご覧いただきたく、また、教育活動への

ご協力に感謝申し上げるために、授業参観・懇談会を設けています。現代において、就労観は多様化し

ていることは重々承知しているところですが、年間計画を年度当初（あるいは前年度末）に保護者へ配

付することで、計画的なご対応をお願いしているところです。 

 

④個人面談 

本年度は、５月の連休が終わった以降に実施しました。お子様の特性やご家庭での様子、頑張ってい 

ることなどを教員側が傾聴することで、教員にとって児童理解が深まる機会としてきました。 

一方で、実施時期については、その目的によって変わると考えています。市内では、通知表の所見の



代わりとして、７月頃に個人面談を実施する学校もあります。本校職員（特に担任）が、【どのような

時期】に、【何を目的とし】て、ご多用の中、保護者に来校いただいてまで面談するのか、十分審議し

て、本年度は実施しました。この点はご理解いただきたいです。また、毎月【さわやかデイ】という教

育相談日を設けておりますが、日常的に保護者との面談・指導の方向性の確認等を実施しております。 

また、担任でなくとも、管理職を相談相手にされるケースもございます。授業時間のような日中であ

れば、むしろ、管理職の方が相談しやすい状況でもあります。 

【保護者の精神的な安定】が【家庭の温かさ】につながり、子どもが【のびやかで、健やかな成⾧に

つながる】ものと考えております。そのための教育相談等については、ぜひ、積極的にご相談ください。 

 

⑤運動会 

暑さ対策との関連で、春開催のご意見がありました。これについては、校内だけでなく、学校関係者 

等とも合意形成がなされていないため、令和７年度から変更というのは、現実的ではありません。 

  そうした可能性も探りながら、令和７年度に検討を始めて、変更するのであれば、令和８年度からな 

どが考えられます。 

  一方で、暑さ指数２８（厳重警戒）、３１（危険）に達した日がどれだけあったのかを調べました。 

（本校では、３５℃以上の時も運動や外遊びを禁止しました。） 

           【さいたま市における暑さ指数統計（環境庁 HP より）】 

指数 ５月 

（３１日） 

６月 

（３０日） 

７月 

（３１日） 

８月 

（３１日） 

９月 

（３０日） 

１０月 

（３１日） 

２８超 ０日 ２日 ６日 ８日 ６日 １日 

３１超 ０日 ０日 ２１日 ２２日 １２日 ０日 

割合 ０％ ６．６％ ８７％ ９６．７％ ６０％ ３．２％ 

上記の表には、３５℃以上は含まれておりませんが、６月頃から、気温（３５℃以上）による運動制

限・禁止は行ってきました。また、本校施設開放委員会（各団体様）へも注意喚起をしました。数値が

【原則禁止】となっている場合の練習等の判断は、各団体で行っているようで、【原則禁止】とはして

いないところもあるようです。 

南区の小学校で春開催のところもあります。春開催の難点は、学級経営が始まった段階であり、学年

等の集団行動を始める段階・機会が少ない時期であること、当該学年の発達段階というよりは、前学年

の発達段階に近く、演技内容や指導・支援をそれに合わせる必要があるということが挙げられると考え

ます。 

  近隣の就学前施設等との日程調整については、２月に実施予定の「幼保小連携協議会」で、日程の情 

報提供を行いますが、実施時期の判断は、本校を含め、【主催者側】でありますので、実施日が重なる 

ことが全くないとは言い切れません。 

  演目についてですが、開催する時間と関係します。また、演目を増やせば、必然的にそれにかける練 

習時間を確保しなければなりませんが、教育課程上、【年間指導計画】の中で、運動会における授業時 

間は【１０時間程度】としています。（他の教科等の授業を実施しなければならないということです。） 

暑さや雨天など天候に左右されるので、【練習時間の確保が難しい】こともあります。【教育課程上で

学んだ（練習した）成果】を【公開する場】として運動会があるのだということへの理解が広がるよう、



努めていきます。 

  観覧場所については、様々な可能性・運用のしかたがあると考えております。校舎の３階なども可能 

性があるかもしれません。一方で、安全管理の面から、人員の配置（PTA への協力依頼）、ベランダの 

耐久性を確認した上での人数制限も求められるかもしれません。運動会前日に学年ごと【公開】にし 

た学校もありましたが、保護者に【よりよいもの】をご覧いただきたいという本校教員側の熱意もあり、

当日を楽しみにしてほしいと考え、前日までの公開は行いませんでした。 

  本校では、【動画配信】や写真業者による【写真販売】も検討しましたが、本年度は実施には至りま 

せんでした。 

  【徒競走】については、個人の順位ではなく、赤白の得点としています。よって、担当係の職員が、 

赤白の順位のみを注視しています。個人の順位について、以前に【判定に対する保護者からのお問い合 

わせ】が寄せられたことによる学校側の対応でもあります。 

 

⑥音楽会 

運動会か音楽会を１学期に移動できないかという実施時期についてのご意見がありましたが、運動 

会同様、春開催の難点は、学級経営が始まった段階であり、学年等の集団行動を始める段階・機会が少

ない時期であること、当該学年の発達段階というよりは、前学年の発達段階に近く、指導・支援をそれ

に合わせる必要があるということが挙げられると考えます。 

 

⑦時間走（持久走）記録会 

体育の学習指導要領（文科省が示す指導内容のおおもとになる内容です。）では、学年の発達段階に 

よって内容が異なります。 

 １，２年生は運動遊びとして「無理のない速さでかけ足を２～３分程度続けること」としています 

が、５，６年生では、「無理のない速さで５～６分程度の持久走をすること」というように位置付けら 

れています。 

  保護者への公開の場とする実践例が以前はありましたが、競争や記録を意識する傾向が強かったこ 

とは否めません。そのため、本校では実施しておりません。 

 

⑧水泳指導 

施設の老朽化により、排水できない場合があり、本年度は、全職員で作業を行った際に、多くの時間 

を要しました。次年度に向けて、地域の協力を得られるように動いています。 

  上記暑さ指数から、実施できない日が続きました。教育課程を編成する中で、実施時期を検討する必 

要性があると感じています。 

  近隣校では、外部施設プールでの学習に移行しています。ただし、これは、さいたま市における予算 

を計上したうえで、進められていますので、市内全校が完全に移行するには時間はかかります。一方 

で、これが本校で実現できれば、【専門家の指導による技能面での向上】、【実施時期の変更】、【特に低 

学年担任の業務の軽減化】など、大きな効果が得られると考えています。現段階で、予算がついていま 

せんので、実施はできません。 

さいたま市では、【学校施設リフレッシュ基本計画】第２期（詳細は、市 HP で検索してみてくださ 



い）を設け、それに基づいて、市内各小中学校の改修工事等を行っています。 

その計画では、本校は、令和１２年度が対象となっています。その時期を前に、どの施設等を対象と 

するのか所管課等と協議を行い進めていくことになります。他校では、その時期に、対象をプールとし

ているところもあるようです。 

 

施設等の老朽化 

学校は、安心・安全な教育活動を確保できるように、施設等について市教委へ改善を求め、要望してい 

ます。当然、私立ではなく、公立の施設なので、市の予算配当によって賄われています。簡単に言うと、

順番待ちです。 

さいたま市では、【学校施設リフレッシュ基本計画】第２期を設け、それに基づいて、市内各小中学校

の改修工事等を行っています。その計画では、本校は、【令和１２年度】が対象となっています。その時

期を前に、どの施設等を対象とするのか所管課等と協議を行い進めていくことになります。 

トイレについては、月２回程度の頻度で業者が清掃します。それでも、臭いが気になる時季には、職員

による高圧洗浄機での清掃も行いました。 

 本校では、新入学保護者説明会で、和式トイレの使用について、説明しています。 

 洋式トイレが普及していることは承知しておりますが、人によっては、洋式トイレだと、肌の接触部分 

を気にされ、使用できない人もいます。ご理解いただきたい事実としては、【すぐに施設は変えられない】

【人によって感じ方は異なる】ということです。 

 本校 HP でも紹介していますが、さいたま市教育委員会では、【さいたま MY SCHOOL ファンド】と 

いう制度を設けています。ご検討・ご利用されたことはございますでしょうか。寄付申請という形で地域 

からの主体的な応援があれば、現状を変えられるかもしれません。 

 

PTA に関すること 

全般的に、学校のみが回答するのではなく、PTA へも保護者からのご意見を提供し、検討していくこ 

とになります。全国的にも、現在 PTA の存在意義が問われている一方、恩恵を受けているところもあり

ます。PTA 総会（５、６月頃）や役員選考（１２月頃）の折に、PTA のお一人として、声をあげてみる

という方法もあるかと思います。ご理解なくして、検討はできないと考えておりますので、以下に記し

ます。 

①文蔵小まつり 

PTA 主催のイベントではありますが、コロナ禍により、失われた関係性などが一気に元通りになる 

ことは難しいのではないかととらえています。見直しによって、【新たな価値を見出して】いるのも傾向

としてあるようです。【以前のように・・・すべきだ】【昔はこうだった】というような価値観に共感して

もらうには、時間と対話が求められていると考えます。本年度は、【まず、やってみる】に重きを置きま

した。 

地域（自治会等）との折衝・合意形成なども必要になっていくものと考えます。 

 



②登校班、世話人 

PTA や子ども会が主となっているのが、本校の実態です。 

 PTA や子ども会から抜け、保護者の全責任のもと、個人で登下校することも方法としてはあります。 

学校は、児童が安全に登校し、登校（あるいは欠席等）の確認をしています。ただ、これまでも、交通ル

ールや集団行動の際のルールを学ばせたいという観点から、出勤時間を早めるなどして【登校指導】をし

てきました。ただし、それは職員の勤務時間を返上して行うことではないとも考えています。（中央教育

審議会答申において「基本的には学校以外が担うべき業務」とされています。） 

そうした中、大変ありがたいことに、地域のボランティアの方は、自分が住む町から事故や事件を起こ

したくない、子供の成⾧を見守りたいという自発的精神から毎日のように登下校の見守りをしてくださ

っています。 

【ボランティアは当たり前ではないということ】、【ボランティア活動されている方が高齢化している

ということ】は本校職員へ強く伝えています。そうした現状で取り組んでいることは、ご理解いただきた

いと考えます。 

 

③PTA 活動、ボランティア活動 

本校【PTA 会則】第２章【目的と活動】では、【父母と教職員が協力し、家庭と社会における児童の幸 

福な成⾧をはかり、併せて会員相互の親睦修養を図る】と位置付けられています。令和４年度から、年度

初めに決めていた【学級役員】制度を廃止し、必要な活動の時のみ保護者からボランティアを募る形式に

代わりました。登校の見守り、花植え、運動会や音楽会での整理や受付、文蔵小まつりの運営などがそれ

にあたります。 

PTA という組織は、任意団体でありますので、仮に存在しなかったとしても、学校運営に大きな影響

はないかもしれませんが、活動していただくことで、【より豊かになる】ことは事実です。ここについて

は、感情論になりますが、【お互い様】の気持ちで学校は助けられています。 

学校という教育現場における、主人公は、子どもたちです。その子どもたちの幸福のために、世代間も

感じながらの大人同士の人的交流、支援が大きな教育的効果をもたらしてきた事実はあります。 

 本校としては、引き続き、文蔵小の子どもたちの成⾧と幸福のために保護者と理解し合いながら教育 

活動を進めてまいりたいと考えております。 

 各ご家庭、状況が異なることは十分承知の上ですが、大目的である【文蔵小の子どもたちの成⾧と幸 

福】を共有していけるよう、本校としても情報発信してまいりますので、ご理解の上、ご協力をお願いし 

ます。 


